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■支援の背景
　川崎建設㈱は、自社開発した土中埋設管検査・洗浄ロボットにより、農業用暗渠管や施設排水
管などの検査・洗浄業務を行っています。その技術がメンテナンス技術の展示会において公開さ
れたことにより、国土交通省　国土技術政策総合研究所が行う下水道管路の走行試験の対象とな
り、模擬下水管路を用いた推進制御試験が実施されました。川崎建設㈱は、その結果を踏まえ、
これまで培った技術を活かした下水道管路検査ロボットを開発することとなり、当場はロボット
の推進を制御する小型方向制御弁の開発についての技術支援を行いました。

■支援の要点
１．ロボットの推進方法の考案
２．小型方向制御弁の設計
３．小型方向制御弁の性能試験

■支援の成果
１．現状の土中埋設管検査・洗浄ロボットでアクリル製の模擬下水道管路内の推進制御試験を行

い、水噴射式の下水道管路内推進の可能性を確認すると共に、段差があるマンホール管の移動
のために必要となる機能に関する基本データを得ました。

２．土中埋設管検査・洗浄ロボットの機能を基本として、下水道管路の検査に適用できるよう新
たな機能を追加したロボットの設計を行いました。

３．3Dプリンターにより設計したロボットの模型を製作し、流体制御部分などの機能の検証を行
い、ロボットの製作に向けた検討が加速されました。
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模擬下水道管路を用いた推進制御試験

（左：試験状況全景、右：ロボットの推進状況）
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